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×欝圃適％台の水銀を含んでいる．
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の3鮪纂拭上で勘る．菰の水銀分1．貰ハ繋一と認められる都分拶）幡は轟○○～泰（撫罵こ及び，該覇する

厚鉱化帯の編に絞べ篠と岱一ε倍蕉越えている。

　第壕風は，これらすべ惣）、試料採敢腕1溝雌嬢ける分析の裸を示している．

　鉱の表からは，轟い水銀アノーツ亨一帯というべ巻喜ll．ノ3での平均水銀含騰量がG鴎◎鍵き％で

あつて，《の値はクラーク係数ぴ）鱒倍以上に蕎潔饗するし，しかも地質的に異なつたτi響地域の各

バツクグラウンド／商の至（｝／曹以皿鉱である菰となどがわかる．

　雑鉱鉱床ぴ）級署・鉱石・鉱物の崩嚢によつて，水銀が雛叢中に集蜜るのであるが，階の場合

の永銀は，硫化鉱舞贋の類蜘灘像混合物の形艦，水銀硫化物の機械的な灘努物の形で存在して

いる。ナゴ夢猟イ11薄糞に分二麟する饗ill中の。疑享沙は　瀬皿でに祭（）年以ま二も纈1に多サモイ饗ツ〔齎〕

によって遙兇ざれている、，こ融辰砂は，ナケライトやアンケライトの微脈を伴なう粘板撃編：1に

銀アツルガムや幽然銀と共生華ると醐時に，櫓然水銀騨）．小滴嚇棄“生しているものである．

猟｝一（？慈黛〉
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この、姉に跨妙好鉱床や二1二映ナゴ壁チ獅諌の／ll短醜擁鰯やオ．熟ト恥絹喉の石英一ア

ンケライト脈からの振黒vy韓達糠漁t撒糠の中に，また瓢サウ聡マi雑鉱鉱置率i以北のグラブヌイ複

背斜北翼のルー一ズな砂旛や粘板鰻層にもそれぞれ辰砂がごく微量に認められている。

ナ焼壌イμ1脈の雑鉱鉱床の母；岩や鉱脈鉱桝1の・含有水舞嫡についてのデー一タは，篤慧表に

療≒甥一とお参であ轟鼎

　この第驚表で明らかなように艶雑鉱鉱脈鉱物中の水銀含有簸は，サウ慧フが算1。蕪した地殻の

クラー一ク係i数を著レく越えている．．オストルイ1．1醜鯉）金鉱床の粘薩露繰｝ではその含有水銀量はク

脚ψ係数環嚥似．ヒ，砂岩の場合には，マンギスタ麟鰻汽トノ睦、メのよ鍍即鳩嚇も

多く，蒙た，　蟹メノフ出稜の水銀鉱鉱微地にある石灰爆申櫛水遜藁含有量をみる鳥　アクータシ

ユ水銀鉱床（ゴル．業イ・アルタイ）〔G講辺の大理石の場含よ！）もle鰭捧以上に及んでい翫

　ノーボーバブ灘アカ村にある貰入暴1脈の，スペサルタイト1‡專の水銀含有量が，珍鴛く多いこ二と

に注麟する必要があろう醗この場合は，地殻のクラーク係数の嚢○倍にもなつている・このよう

にき灌く叢繋は欝綺査したメ趨鰐矯懸賦）多くの景斎華嘗暫に舜冥く歪＞壌ぎしているゆ

　報告したこの研究内容は，ナゴ！フヌイ山脈観分布する雑鉱鉱床を主とする地域鐙地・藪土壌中

翫含有されている水銀量涛㍉水銀のクラーク係数の亙（）一鎗（）倍を越えている識とを指摘した』も

のである．加えて，そのま二壌にみられた水銀分散のア！一マ夢一の幅は，各鉱床の鉱化帯琶）幅

の慕酬7倍を越えていることを添している。したがつて，ナゴ！穿ヌイレ童i脈の雑鉱鉱床び）地嚢土

壌にみられる水銀分散ハ鷲一は，既知鉱床区内の新しい鉱化帯の探査承徴とUて用いることが

できる／ずか9でなく豊置鱗藻にして｛慮の纏隷薦嘉毅携讐護難患1難導犠携塁嚢難こも／春！鷲でき誉ソ鐸襲1である。

　終りに当卸異本文碗執筆に助書を給わ9た力謄シク氏に深い感謝を捧／ずる星＞¢）である・

欝…《7賂）
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